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消防団～災害から村を守る～消防団～災害から村を守る～
消防団の活動についてご紹介します消防団の活動についてご紹介します

田中村長就任あいさつ田中村長就任あいさつ
村民のみなさんへのメッセージです村民のみなさんへのメッセージです

ＴＯＰＩＣＴＯＰＩＣ

村長所信表明村長所信表明
議会定例会に提出された所信表明をご紹介議会定例会に提出された所信表明をご紹介
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消防団消防団

１
消
防
団
と
は
何
か

４・５月
入退団辞令交付式、新入団員訓練
春の火災予防運動、定例消防訓練

６・７月
富良野地区分会消防総合訓練大会
定例消防訓練

８・９月
占冠村防災訓練協力、しむかっぷ消防フェスタ
消防団員現地教育訓練、定例消防訓練

10・11月
占冠消防秋季演習
秋の火災予防運動、定例消防訓練

12・１月 出初式、定例消防訓練

２・３月 定例消防訓練

自らの地域を自らで守る自らの地域を自らで守る
『ヒーロー』 になりましょう『ヒーロー』 になりましょう

～災害から村を守る～～災害から村を守る～

２
占
冠
消
防
団
の
組
織
体
制

４
消
防
団
長
か
ら
の
挨
拶

消
防
団
は
「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛

護
精
神
に
基
づ
き
、
住
民
有
志

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
市
町
村
の

消
防
機
関
で
す
。
全
国
で
は
、

約
82
万
人
が
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

昭
和
27
年
当
時
、
全
国
で
は

２
０
０
万
人
以
上
の
団
員
数
で

し
た
が
、
平
成
２
年
に
は
１
０

０
万
人
を
割
り
込
み
全
国
的
に

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

占
冠
消
防
団
も
例
外
で
は
な

く
、
定
員
50
人
に
対
し
て
、
定

員
割
れ
が
こ
こ
数
十
年
継
続
し

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
に

は
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

広
く
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
女

性
消
防
団
員
入
団
等
の
定
員
補

充
策
を
と
お
し
て
、
消
防
団
活

動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

現
在
実
員
44
人
の
消
防
団
員

が
、
村
内
の
消
防
防
災
の
中
核

と
し
て
、
従
来
か
ら
の
任
務
で

あ
る
消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
防
火
指
導
を
兼
ね
た
高

齢
者
住
宅
へ
の
戸
別
訪
問
、
救

急
支
援(

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
警
戒

)

、
月
例
訓
練
等
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
災
害

発
生
時
に
地
域
密
着
性
、
要
員

動
員
力
お
よ
び
即
時
対
応
力
が

５
入
団
し
た
い
方
へ

消
防
団
と
は
、
普
段
は
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
を
も
っ
て
お
り
、

災
害
発
生
時
に
出
動
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
火
災
の
消
火
活

動
や
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
だ
け
で

な
く
、
災
害
発
生
時
の
避
難
誘

導
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト(

ヘ
リ
の
着
陸

地
点)

警
戒
・
誘
導
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
占
冠
村
に
は
、
38
人
の

男
性
消
防
団
員
と
６
人
の
女
性

消
防
団
員
の
計
44
人
が
在
団

し
、
月
１
回
の
定
例
訓
練
の
ほ

か
、
年
初
め
に
行
わ
れ
る
「
出

初
式
」
等
の
行
事
へ
参
加
し
て

い
ま
す
。

占
冠
消
防
団
の
特
徴
は
、
富

良
野
広
域
連
合
管
内
の
消
防
団

で
最
初
に
女
性
消
防
団
員
が
入

団
し
た
こ
と
で
す
。
現
場
活
動

は
も
ち
ろ
ん
、
避
難
所
に
避
難

さ
れ
て
き
た
方
々
の
心
の
ケ
ア

な
ど
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細

や
か
な
対
応
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
火
災
予
防
の
一
環
と
し
て

高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問
な
ど
村

内
の
住
宅
火
災
予
防
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

占
冠
消
防
団
は
現
在
、
占
冠

中
央
の
第
１
分
団
、
ト
マ
ム
地

区
の
第
２
分
団
を
配
置
し
て
い

ま
す
。

第
２
分
団
に
は
職
員
が
い
な

い
た
め
、
分
団
委
託
団
員
を
中

心
に
、
ト
マ
ム
地
区
内
で
の
災

害
や
救
急
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

警
戒
な
ど
に
出
動
し
て
い
ま

す
。
占
冠
中
央
で
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
誘
導
は
基
本
的
に
は
職
員

が
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
人
員

不
足
の
場
合
は
団
員
を
招
集

し
、
現
場
に
出
動
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
消
防
活
動
の
効
率

あ
る
消
防
団
に
よ
る
避
難
誘
導

や
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
に
繋
が
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
国

的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
を
続

け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
消

防
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
占
冠
消
防
団
は
、
よ

り
一
層
消
防
団
員
の
確
保
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
特
集
で
は
消
防
団
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
団
は
地
域
の
方
々
に
と

っ
て
地
域
防
災
の
要
と
な
る
存

在
で
す
。
「
住
民
の
た
め
に
少

し
で
も
力
に
な
り
た
い
」
な
ど

の
気
持
ち
を
も
っ
て
い
る
方
、

少
し
で
も
興
味
が
湧
い
て
き
た

方
な
ど
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

出初式の様子出初式の様子

３
主
な
年
間
行
事

化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
根

ざ
し
た
消
防
体
制
を
作
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
１
分
団
も
同
様
に
、

災
害
活
動
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
警

戒
な
ど
を
行
い
、
専
門
的
な
知

識
・
技
術
を
持
つ
消
防
職
員
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

消
防
職
員
と
消
防
団
員
が
一

体
と
な
っ
て
、
村
内
で
発
生
、

ま
た
は
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
災

害
に
対
応
す
る
消
防
体
制
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

富
良
野
広
域
連
合

富
良
野
消
防
署
占
冠
支
署

〒
０
７
９
―
２
２
０
１

北
海
道
勇
払
郡
占
冠
村
字
中
央

☎
０
１
６
７(

５
６
）
２
１
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
６
７(

５
６)

２
７
３
８

消
防
係　

水
越
・
工
藤
・
谷
口

占
冠
消
防
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
使
っ
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。
職
員
や
団
員
の
訓
練
の
様

子
だ
け
で
な
く
、
表
彰
、
救
急
月

報
、
占
冠
消
防
ク
イ
ズ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
投
稿
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
ま
す
！

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
！

「
占
冠
消
防
」
で
検
索
！

定例消防訓練定例消防訓練しむかっぷ消防フェスタしむかっぷ消防フェスタ総合訓練大会総合訓練大会

占冠消防団　団長　河淵悦司占冠消防団　団長　河淵悦司

2021年10月号 2021年10月号
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あいさつ村のできごと

９月４日（土）にトマム学校・トマム保育所合同学

芸会と占冠中学校学校祭が行われ、合唱や演奏、創作

劇など、園児・児童生徒がのびのびと工夫を凝らした

表現を披露していました。

最「光」のパフォーマンスを

↑トマム学校↑トマム学校
トマム保育所トマム保育所

←占冠中学校←占冠中学校

2021年10月号2021年10月号

２
期
目
の
占
冠
村
長
選
挙
に

臨
む
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で

掲
げ
た
基
本
的
な
政
策
を
継
続

し
、
４
年
間
の
成
果
を
よ
り
確

実
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
は
じ
め
、
新
た

な
課
題
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
行
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

立
候
補
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
告
示
１
週
間
前
に

自
分
の
不
注
意
か
ら
転
倒
し
、

外
傷
性
気
胸
で
救
急
搬
送
と
な

り
、
手
術
も
含
め
３
週
間
の
入

院
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
村
長
選

挙
が
本
人
不
在
の
中
で
行
わ

れ
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
多
く

の
こ
と
を
語
れ
な
い
ま
ま
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
無
投
票

当
選
の
栄
を
与
え
て
い
た
だ
き

心
よ
り
感
謝
し
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

９
月
８
日
に
退
院
し
、
そ
の

職
責
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

ま
だ
一
部
制
限
は
あ
り
ま
す
が

毎
日
元
気
に
職
務
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

村
政
執
行
の
基
本
を
こ
れ
ま

で
同
様
、
す
べ
て
の
村
民
が
報

わ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
「
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
」「
育
っ
て

よ
か
っ
た
」「
暮
ら
し
て
良
か

っ
た
」
そ
し
て
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
村
づ
く
り
を
念
頭

に
、
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
を

申
し
述
べ
て
き
ま
し
た
。

１
つ
目
は
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
と
し
て
、
経
済
循
環
が

活
発
な
社
会
、
移
住
・
定
住
・

起
業
が
考
え
ら
れ
る
社
会
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
集

落
づ
く
り
を
進
め
、
働
く
方
々

の
汗
が
報
わ
れ
る
村
づ
く
り
で

あ
り
ま
す
。

２
つ
目
は
安
全
で
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
基
盤
づ
く
り
と
し

て
、
医
療
や
福
祉
、
交
通
、
防

災
な
ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
拡
充

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
含
め

た
地
域
協
働
に
よ
る
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
で
あ
り

ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
加
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
あ
り

ま
す
が
、
村
民
一
人
ひ
と
り
の

知
恵
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
幅
広

い
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
借
り

し
、
こ
の
大
変
な
状
況
を
乗
り

切
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

田中村政
二期目始動。

８月24日告示の占冠村長選挙にて無投票当選を果

たし、９月１日に当選証書が授与されました。田中

村長より村民の皆さまへごあいさつ申し上げます。

３
つ
目
は
未
来
を
託
す
子
ど

も
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
子

育
て
家
族
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
整
備
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

寄
り
添
っ
た
教
育
環
境
の
整
備

充
実
、
平
和
や
国
際
感
覚
を
体

験
で
き
る
教
育
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
い
き
い
き
と
学
び
、
郷

土
を
自
慢
で
き
る
村
づ
く
り
で

あ
り
ま
す
。

私
自
身
の
力
は
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
情
報
発
信
を
し
っ

か
り
行
い
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
議
会
議
員
の
方
々
と
も
協

力
し
合
い
、
住
み
よ
い
郷
土
占

冠
を
つ
く
る
た
め
邁
進
い
た
し

ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
一

層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。占

冠
村
長　

田
中
正
治

副村長に松永英敬さん、
教育長に多田淳史さん

９
月
24
日
の
占
冠
村
議
会
第
４
回
定
例

会
に
提
出
さ
れ
た
任
期
満
了
に
よ
る
副
村

長
の
選
任
同
意
並
び
に
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命
同
意
に
つ
い
て
、
副
村
長
は
引

き
続
き
松
永
英
敬
さ
ん
、
教
育
長
は
藤
本

武
さ
ん
が
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
、
新
教

育
長
に
多
田
淳
史
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

副村長に選任された副村長に選任された
松永英敬さん松永英敬さん

教育長を退任される教育長を退任される
藤本武さん藤本武さん

新たに教育長に任命新たに教育長に任命
された多田淳史さんされた多田淳史さん
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村のできごと年金

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
対
象
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚

生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め

た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故

な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方

と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

控
除
の
対
象
は
？

控
除
の
対
象
は
？

○
令
和
３
年
１
月
か
ら
令
和
３
年

12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や

お
子
様
な
ど
）
の
負
担
す
べ
き
国

民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

用
意
す
る
も
の

用
意
す
る
も
の

○
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書

ま
た
は
、

○
領
収
証
書

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら

れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申
告
書
の

提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
、
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
（
９
月
下
旬
か
ら

10
月
上
旬
に
か
け
て
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
一
部
の
方
は
、
11

月
中
旬
頃
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。
）

ま
た
、
令
和
３
年
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け

取
る
に
は
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
原

則
、
お
手
続
き
い
た
だ
い
た
翌
月
分

か
ら
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
な
請
求
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本

年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施

し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

ま
た
は
、

旭
川
年
金
事
務
所

☎
０
１
６
６
（
７
２
）
５
０
０
２

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
の
は
？

対
象
と
な
る
の
は
？

○
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
者
で
あ
る
。

・
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
町
村
民

税
非
課
税
で
あ
る
。

・
前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
（
※
１
）
と
そ
の
他
の
所
得

と
の
合
計
額
が
88
万
１
２
０
０

円
以
下
で
あ
る
。

※
１
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非

課
税
収
入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

○
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方

以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
者
で
あ
る
。

・
前
年
の
所
得
（
※
２
）
が
４
７

２
万
１
０
０
０
円
（
※
３
）
以

下
で
あ
る
。

※
２
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の

非
課
税
収
入
は
、
給
付
金
の

判
定
に
用
い
る
所
得
に
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

※
３
扶
養
親
族
の
数
に
応
じ
て
増

額
。

請
求
手
続
き

請
求
手
続
き

○
既
に
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、
今

年
度
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
人

新
た
に
支
給
対
象
と
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手

続
き
の
ご
案
内
が
順
次
届
き
ま

す
。
は
が
き
形
式
の
「
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書
」
を
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
既
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

受
給
し
て
い
る
方

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け

取
っ
て
い
る
方
で
引
き
続
き
支
給

要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
翌

年
以
降
の
お
手
続
き
は
原
則
不
要

で
す
。

○
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
さ
れ
る
方

年
金
の
裁
定
請
求
手
続
き
と
あ
わ

せ
て
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
認
定
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
戸
籍
担
当

☎
（
５
６
）
２
１
２
３

９月 16 日（木）に富良野保健所にて令和３年度北

海道社会貢献賞の伝達が行われ、夏井忠之さん（字上

トマム）が食品衛生功労者として表彰されました。

占冠食品衛生協会支部長・富良野地方食品衛生協

会副会長を務められ、地域における食品衛生の向上・

指導育成の功績が認められました。夏井さんは受賞に

際して「一つの事故が地域全体に影響を与える。特に

コロナ禍では手洗いを徹底し、お客様に安心して利用

してもらえるよう、衛生管理を地域全体で取り組んで

行きたい。」と話していました。

トマム学校５年生の関谷壮恭さんが第45回全国児

童・生徒木工工作コンクールに応募し、『最後のと

りで』という作品で「ウッドワン賞」を受賞しました。

全国9,327作品もの応募があり、その中から24作品

が各賞に選ばれています。

関谷さんは「工夫したのは”顔”。不思議な形の

木を上手く組み合わせて表現した。」「コロナで授賞

式（九州）に行けなくて残念。」と話していました。

北海道社会貢献賞を受賞

ウッドワン賞を受賞

占冠村社会福祉協議会が主催する『ふれあい広場』

の代替事業として、『2021 つながりプロジェクト』が

実施されます。

制約が続く生活の中で、どうにかみなさんと「つ

ながりたい」という思いから、みなさんの写真をつな

ぎ合わせて、大きなつながりを作る企画です。

平日９時から 17 時の間、10 月末日まで占冠村保健

福祉センター ノンノで写真撮影を行っています。

詳しくは社会福祉協議会☎ （56） 2700 までお電

話下さい。

離れていても「つながろう」

９月５日（日）に占冠村農業経営研究会による日

曜朝市が行われました。

とうもろこし、かぼちゃ、えだまめ、セロリ、ユ

ウガオ、しいたけ、はちみつ、花鉢など、村内の畑作

農家などが出店し、種類豊富な新鮮野菜がずらりと並

べられました。

訪れた村民や立ち寄った人々は、生産者と「どう

やって食べるの？」などと話しながら、野菜を手にとっ

ていました。

秋の味覚をお届けします

2021年10月号
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Ⅰ

は
じ
め
に

令
和
３
年
第
４
回
占
冠
村
議

会
定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

こ
の
度
の
村
長
再
選
に
伴
い
村

政
執
行
に
対
す
る
私
の
所
信
を

申
し
上
げ
、
村
民
の
皆
様
さ
ま

並
び
に
村
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

６
月
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
２
期
目
の
立
候
補
の
決
意

を
申
し
述
べ
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
告
示
１
週
間
前

に
不
注
意
か
ら
ト
マ
ム
支
所
の

階
段
を
踏
み
間
違
え
、
転
倒
し

た
こ
と
に
よ
る
外
傷
性
気
胸
で

緊
急
搬
送
と
な
り
、
手
術
を
含

め
３
週
間
の
入
院
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
不
在
の
中
で

行
わ
れ
た
村
長
選
挙
に
も
か
か

わ
ら
ず
無
投
票
で
２
回
目
の
当

選
の
栄
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
ご
期
待
に
応
え
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
占
冠

村
の
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に

村
民
の
皆
さ
ま
が
、
住
み
よ
い

村
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
精
神
誠

意
尽
力
す
る
こ
と
と
改
め
て
決

意
を
し
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
現
状
を
み
ま
す
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
地
域
運
営

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

後
の
地
域
活
動
や
経
済
活
動
、

住
民
生
活
な
ど
、
先
を
見
据
え

た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
広
く
皆
さ
ま
の
お
力
を

拝
借
し
、
こ
の
大
変
な
状
況
を

乗
り
切
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

以
下
、
村
政
執
行
の
基
本
姿

勢
と
政
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ

ま
す
。

Ⅱ

村
政
執
行
に
対
す
る
基

本
姿
勢

村
政
執
行
の
基
本
を
こ
れ
ま

で
同
様
、
す
べ
て
の
村
民
が
報

わ
れ
る
社
会
を
目
指
し
「
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
」「
育
っ
て
よ

か
っ
た
」「
暮
ら
し
て
よ
か
っ

た
」
そ
し
て
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

占
冠
村
は
先
人
た
ち
の
強
い

意
志
と
努
力
に
よ
り
、
交
通
の

要
衝
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
貴
重
な
地
位
を
占
め
る
地
域

と
し
て
、
今
後
の
発
展
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
う
ま
く
取
り
込
み
、
持
っ
て

い
る
資
源
を
活
用
し
小
規
模
な

が
ら
持
続
可
能
な
地
域
と
し
て

頑
張
れ
る
村
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

内
在
す
る
多
く
の
課
題
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
着
実
に
解
消
し
村
政
を
執
行

し
て
い
く
た
め
に
、
次
に
申
し

上
げ
る
三
つ
を
政
策
の
柱
と
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
、基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、

林
業
、
観
光
産
業
の
振
興
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
移

住
・
定
住
、
集
落
対
策
に
も

関
連
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

総
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
に
お
い
て
は
、
新
規

就
農
者
の
営
農
や
、
後
継
者

の
就
農
な
ど
新
た
な
農
業
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

農
畜
産
物
の
多
様
化
に
よ
り

基
盤
整
備
な
ど
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
に
お
い
て
は
、
六
次

産
業
化
で
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
、
様
々
な
分
野
の
成
長

が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
体
制

や
事
業
体
の
育
成
、
林
業
従

事
者
の
確
保
な
ど
が
進
ま
な

い
現
状
を
解
消
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
林
業
の
持
続
性
を
高
め

る
た
め
森
林
施
業
の
あ
り
方

の
改
善
と
、
林
業
全
体
の
発

展
の
た
め
国
有
林
と
の
連
携

を
推
進
し
ま
す
。

観
光
振
興
や
地
域
経
済
活

動
を
維
持
す
る
た
め
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
新
た
な

生
活
様
式
へ
の
対
応
は
、
今

後
も
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
な
ど
施
策
の
確
立
が

必
須
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ

て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
を
め
ざ

す
基
本
は
、
財
政
の
確
立
が

重
要
で
あ
り
、
必
要
な
財
政

需
要
に
応
え
る
計
画
を
も
っ

て
対
応
し
、
一
般
財
源
と
特

定
財
源
確
保
の
た
め
の
財
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

②
安
心
で
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
基
盤
づ
く

り
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
基
盤
は
、
医
療
や
福

祉
、
介
護
支
援
、
救
急
医

療
、
地
域
公
共
交
通
の
確
保

な
ど
、
い
つ
で
も
誰
も
が
享

受
で
き
る
体
制
が
あ
る
こ
と

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

個
々
に
よ
り
希
望
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
異
な
る
こ
と
も
あ

り
、
不
十
分
な
点
を
少
し
で

も
改
善
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

毎
年
、
全
国
各
地
で
想
定

を
超
え
る
災
害
が
発
生
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
、
占
冠
村

も
被
災
地
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
対
策

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
場
面
を
想
定
し
村

民
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策

の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
日
常
生
活
の
中
で

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
活
動

と
し
て
、
地
域
防
災
組
織
や

地
域
協
働
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
活
動
が

図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

③
未
来
を
託
す
子
ど
も

の
環
境
づ
く
り

占
冠
保
育
所
の
新
築
、
ト

マ
ム
保
育
所
の
改
築
を
進

め
、
１
歳
児
保
育
が
行
え
る

基
盤
整
備
を
行
い
、
定
住
へ

の
条
件
整
備
も
含
め
、
女
性

が
社
会
活
動
に
参
加
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
を
地
域
が
見
守
り
、
育
て

る
た
め
子
育
て
支
援
政
策
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ

り
情
報
通
信
技
術
に
対
応
し

た
整
備
が
進
み
ま
し
た
。
こ

の
環
境
を
よ
り
有
効
な
も
の

と
す
る
た
め
の
人
材
育
成

や
、
利
用
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
な
ど
、
魅
力
を

持
た
せ
る
取
り
組
み
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
和
や
国
際
感
覚
を
体
験

で
き
る
教
育
と
し
て
、
引
き

続
き
平
和
宣
言
を
具
現
化
す

る
平
和
体
験
学
習
と
ア
ス
ペ

ン
市
と
の
短
期
交
換
留
学
を

行
い
ま
す
。Ⅲ

お
わ
り
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
い
う
誰
も
が
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
環
境
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
本
村
に
お
い
て
も
地
域

活
動
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
人
と
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が

難
し
い
環
境
に
な
り
、
孤
立
や

孤
独
と
い
っ
た
思
い
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
の

で
は
と
思
い
ま
す
。
こ
の
環
境

を
脱
し
、
新
た
な
社
会
生
活
へ

と
変
化
し
て
い
く
た
め
の
方
策

を
み
ん
な
で
考
え
実
行
し
て
い

く
た
め
に
、
努
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
幅
広
い
方
々
の

知
恵
や
ア
イ
デ
ア
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越

え
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
村
議
会
と
も
相
談

し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
村
政
執
行
に

対
す
る
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
９
月
22
日

占
冠
村
長　

田
中
正
治

村長所信表明
９月22日の占冠村議会第４回定例

会にて、田中村長の村政執行に対

する所信表明が行われ、村民並び

に村議会議員に対して決意が述べ

られました。
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生涯学習野生動物・駐在所

野生動物対策の状況 問農林課林業振興室

野生鳥獣専門員

☎ （56） 2174 生涯学習の 窓 教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

世
話
焼
き
隊
募
集
中

問教育委員会社会教育担当　☎ （56） 2183

こちら駐在所です 問占冠駐在所　☎（56） 2110　

●子どもの犯罪被害防止

「いかのおすし」 の防犯標語による防犯指導や、

登下校の見守り活動を行いましょう。 また、 ウォ

ーキング、 ジョギング、 買い物、 犬の散歩等の日

常活動の中でできる 「ながら見守り」 にご協力く

ださい。 防犯ブザーや防犯ホイッスルなどの防犯

グッズを持たせましょう。

上トマムの市街地近辺は

８月中旬以降、目立った動

きはありません。デントコ

ーンの食害は、８月初頭か

ら９月中旬現在までに中

央、占冠、双珠別の全26か

所の畑のうち８か所で継続

的に発生し、ほか３か所で

毎
年
10
月
27
日
～
11
月
９

日
の
２
週
間
は「
読
書
週
間
」

と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
読
書

活
動
を
強
化
す
る
期
間
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

占
冠
村
公
民
館
図
書
室
で

は
、
中
央
と
ト
マ
ム
を
合
わ

せ
る
と
約
２
万
７
千
冊
の
蔵

書
数
に
な
り
ま
す
。
小
さ
な

ス
ペ
ー
ス
で
す
が
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
小
説
や
流
行
の
実
用

書
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
毎
月
の
新
刊
情
報
等
が

載
っ
た
「
図
書
だ
よ
り
」
も

発
行
し
て
い
ま
す
。

10
月
1
日
か
ら
は
「
古
本

市
」
も
開
催
し
ま
す
。
秋
の

夜
長
に
読
書
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
世
話
焼
き
隊
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

世
話
焼
き
隊
は
、
み
な
さ

ん
の
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経

験
や
知
恵
、
特
技
や
趣
味
と

い
っ
た
様
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

時
間
の
あ
る
と
き
に
、
無

理
な
く
、
で
き
る
こ
と
を
し

て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
？

申
し
込
み
時
に
、
自
分
が

で
き
る
こ
と
、
得
意
な
こ
と

を
登
録
し
て
い
た
だ
く
の

で
、
苦
手
な
こ
と
を
さ
せ
ら

れ
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
主
な
活
動
〉

放
課
後
の
見
守
り

絵
本
読
み
聞
か
せ

ス
ポ
ー
ツ
指
導

栽
培
活
動
な
ど

読
書
週
間
に
本
を
読
も
う

●女性の犯罪被害防止

夜間はできるだけ人通りが多く明るい道を歩くよ

うにしましょう。 イヤホンで音楽を聞きながら、 ス

マートフォンを操作しながらなどの 「ながら歩き」

は周囲の状況がわかりにくくなるので注意しまし

ょう。 防犯ブザーなど防犯グッズを携帯しましょ

う。

●特殊詐欺の被害防止

普段から家族間で連絡を取

り合い、 詐欺の話をしてお

互いに詐欺に関心を持ちま

しょう。 「自分だけは大丈夫」

と思っている人ほど危険で

す。 「自分も騙されるかもし

れない」 という心構えをし

て、 詐欺の電話などがあった場合に落ち着いて対

応しましょう。

走
る
の
が
苦
手
、
運
動
嫌

い
、
と
い
う
方
は
好
き
な
ス

ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
る
の
は
ど

う
で
す
か
？

無
理
に
走
っ
た
り
、
歩
い

た
り
す
る
よ
り
、
自
身
の
好

き
な
野
球
や
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル

フ
、
ス
キ
ー
等
で
身
体
を
動

か
し
楽
し
む
方
が
長
続
き
し

ま
す
。

学
校
開
放
や
自
主
創
造
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
で
、
自
身
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
、

楽
し
く
健
康
に
運
動
を
続
け

る
の
は
い
か
が
で
す
か
？

ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
の
も
た
ら

す
効
果

自
己
免
疫
力
の
向
上

ス
ト
レ
ス
の
解
消

体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

体
力
の
維
持
・
向
上

血
流
の
促
進

○
高
齢
者
へ
の
効
果

筋
力
・
筋
量
の
維
持

転
倒
防
止

認
知
症
予
防

食
欲
増
進

○
子
ど
も
へ
の
効
果

発
育
期
の
健
全
な
成
長

運
動
が
し
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
し
た

【10月11日は安全安心なまちづくりの日】

一過性の痕跡が認められています。７カ所の畑に箱

わなを設置し、うち６か所で計７頭を駆除しました。

駆除があった周辺ではいずれも被害の一時的な停滞

と、他個体による再発が見られています。間もなく

収穫となりますが、その後も積雪までの間は落ち穂

を求めて畑に来ることがありますので、引き続き注

意が必要です。

今年の秋はミズナラのドングリがやや不作ではな

いかと予想されており、不測の動きを警戒していま

す。ミズナラの代替にクルミの比重が増すと、結果

的に人里での活動が増えることも考えられます。新

しい情報は折込み資料をご参照ください。

10月から今年度猟期が始まりますが、新型コロナ

ウイルスの流行は依然として予断を許さない状況で

す。村は情勢次第で随時、入猟の可否を判断するこ

ととし、実施に備えて感染予防対策の準備や、入猟

希望者との日程調整を進めています。また今期は北

海道の依頼により、道内他市町村のシカ被害対策従

事者を対象とした捕獲技術研修を村内で実施しま

す。猟区の枠組みを活かした村の自然資源利用の一

端として、可能な限り取り組んでいきます。

エゾシカ

ヒグマ

９月の中頃からシカの換毛が始まりました。シカ

の毛色といえば色鮮やかな夏毛の印象が強いです

が、夏毛の期間は６月前半からわずか３カ月余りで

しかありません。残りの９カ月間は冬毛の装いが続

きます。冬毛は基本的に灰褐色ですが、オスはまず

暗い焦げ茶色になって秋の交尾期を過ごし、冬の間

に少しずつ色が抜けていきます。秋のオスは、首回

りが太くなるなど体格も変化します。

８月の捕獲数は42頭で例年よりやや良。９月も

概ね順調です。10月には全道一斉の生息密度指標調

査があります。また当欄で結果をお伝えします。

全国地域安全運動の実施　10月11日（月）～20日（水）

デントコーン畑に入るヒグ
マ （9/10占冠）

◆猟区の入猟対応について◆



おしらせ おしらせ

占冠村の放射線量の状況（９月分）
測定日　令和３年９月７日（火）

【単位：マイクロシーベルト毎時】
測定場所 測定時間 天候 測定値

中央小学校グランド 11時03分 晴 0.046 
双民館グランド 10時34分 晴 0.053 
占冠地域交流館グランド 10時49分 晴 0.051 
占冠保育所グランド 11時04分 晴 0.042 
トマム学校グランド 13時37分 晴 0.037 
トマム保育所グランド 13時43分 晴 0.038 

※北海道の空間放射線率モニタリング結果（上川総合振興局
0.021～0.098）と比較して平常レベルと判断されます。

「北海道の空間放射線率モニタリング結果」は、下記のホー
ムページで公開されています。

『環境放射線測定結果【北海道立衛生研究所】』
http://www.iph.pref.hokkaido.jp
　　　　　　　　　　問　総務課総務担当　☎　（56）2121

村営住宅等入居者募集のご案内■入居資格
　次の条件を満たす方が申し込むことができます。
　●占冠村にお住まいの方、村外から移住される方
　●月収が15万8000円以下の方

（例えば、給与収入者で扶養家族がある場合、源泉
徴収票の給与所得控除後の金額から同居扶養控除 
等の金額を引き、残りの額を12ヶ月で割った金額 
が15万8000円以下の方）

※敷金の納入が必要です。
※連帯保証人が２人必要です。
　（入居者と同等以上の収入のある方。）

■家賃　�　　　　入居される世帯の収入等に応じて決
　　　　定されます。

■入居可能日　　概ね11月４日（木）
■入居決定　�　　入居者選考委員会の審査によります。
■申込受付場所　建設課建築担当・トマム支所
■お問い合わせ　建設課建築担当　☎ 　（56）2172

運転免許更新時講習会

違反講習（２時間）

◎10月８ 日（金）　13時～
◎10月25日（月）　13時～
一般講習（１時間）

◎10月５ 日（火）　14時～
◎10月15日（金）　14時～
優良講習（30分）

◎10月５ 日（火）　13時～
◎10月15日（金）　13時～

会場：富良野地域人材開発センター
　　　富良野市西麻町1番1号

※受講前に更新手続きを終えてください。
※新型コロナウイルス感染防止のため、

人数制限を実施しています。日にちに
余裕を持った更新手続をお願いしま
す。

募集団地 受付期限10月15日（金）

●中央地区　   ７戸

　○中央団地　１ＬＤＫ　１戸　２ＬＤＫ　３戸

　　　　　　　３ＬＤＫ　１戸

　○第２千歳団地※　	４ＬＤＫ　２戸

●トマム地区　３戸

○トマム団地　　　３ＬＤＫ　２戸　

○第２トマム団地　３ＬＤＫ　１戸　

※第２千歳団地は所得基準が異なります。詳細は建設課

建築担当へお問い合わせください。

国
税
に
関
す
る
相
談
は

お
電
話
で

生
活
・
仕
事
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

麓
郷
の
小
さ
な
森
で

秋
探
し

紅
葉
の
深
ま
っ
た
里
山
で
、
演
習

林
職
員
と
と
も
に
秋
の
植
物
を
観
察

し
ま
せ
ん
か
？

■
集
合
場
所
　
東
京
大
学
北
海
道
演

習
林
森
林
資
料
館
駐
車
場

（
富
良
野
市
麓
郷
市
街
地
１
）

■
集
合
時
間
　
９
時
30
分

■
参
加
費　

１
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

■
定
員　

先
着
10
人

■
申
込
方
法　

Ｈ
Ｐ
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
者
に
は
追
っ

て
連
絡
し
ま
す
。

http://
w
w
w.uf.a.u-tokyo.ac.jp/

hokuen/

■
申
込
期
限　

10
月
13
日
（
水
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
っ
て
は
開
催
を
中
止
、
あ
る
い

は
参
加
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

☎
０
１
６
７
（
４
２
）
２
１
１
１

少
子
化
対
策
パ
ネ
ル
展

北
海
道
で
は
、
女
性
が
一
生
の
間

に
生
む
平
均
の
子
ど
も
数
を
示
す
合

計
特
殊
出
生
率
が
令
和
２
年
（
概
数
）

で
は
１
・
21
（
全
国
平
均
１
・
34
）
と
、

47
都
道
府
県
中
46
位
で
あ
り
、
東
京

都
に
次
い
で
低
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
家
庭
や
労

働
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
存

在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
少
子
化
の
現
状
や
少

子
化
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
展
示
場
所

上
川
総
合
振
興
局

大
雪
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
ホ
ー
ル

（
１
階
ホ
ー
ル
）

■
展
示
期
間

10
月
18
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）

問
北
海
道
上
川
総
合
振
興
局
保
健
環

境
部
社
会
福
祉
課

☎
０
１
６
６
（
４
６
）
５
９
９
０

10
月
は
「
土
地
月
間
」

10
月
1
日
は「
土
地
の
日
」

国
土
交
通
省
で
は
、
土
地
基
本
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
土
地
に
つ
い
て

の
基
本
理
念
お
よ
び
土
地
対
策
の
重

要
性
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
と
関
心

を
高
め
る
た
め
、
毎
年
10
月
を
「
土

地
月
間
」
と
定
め
、
普
及
・
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
合
わ
せ
て
（
一

財
）
土
地
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
l
i
c
.

o
r
.
j
p
/

）
で
は
、
「
土
地
月
間
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
や
「
わ
か
り
や
す
い
土

地
読
本
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

豊
か
で
安
心
で
き
る
住
み
よ
い
社

会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
機

会
に
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
北
海
道
上
川
総
合
振
興
局
地
域
創

生
部
地
域
政
策
課

☎
０
１
６
６
（
４
６
）
５
９
１
４

林
業
退
職
金
共
済
制
度

へ
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

国
の
教
育
ロ
ー
ン

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
や
外
国
の
高
校
・
大
学
等
に
入

学
、
在
学
す
る
子
ど
も
を
お
持
ち
の

家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

■
融
資
額
　
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

■
金
利
　
年
１
・
66
％

生
活
や
仕
事
な
ど
で
お
困
り
の
方

を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
令
和
３
年
10
月
27
日
（
水
）

①
10
時
00
分
か
ら
10
時
50
分

②
11
時
00
分
か
ら
11
時
50
分

■
場
所

　
占
冠
村
役
場
内

■
申
込

　
令
和
３
年
10
月
26
日
（
火
）

午
後
３
時
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
予
約

■
相
談
料

　
無
料

　問
自
立
相
談
支
援
事
業
所
「
か
み
か

わ
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

　

☎
０
１
６
６
（
３
８
）
８
８
０
０

　

FAX

０
１
６
６
（
３
３
）
０
０
２
１

メ
ー
ル　

a
n
s
hin

@
k
a
mik

a
w
a
19
.

hokkaido.jp

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

は
、
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界

で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退

職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
辞

め
た
と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全

体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
掛
金
は
、
税
法
上
、
法
人
で
は
損

金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と

な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

○
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

【
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
】

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て

適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

税
の
取
扱
い
・
申
請
手
続
き
等
の

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
「
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
」を
ご
利
用
下
さ
い
。

【
税
務
署
で
の
申
告
・
面
接
相
談
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
】

電
話
で
は
困
難
な
相
談
内
容
（
書

類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
な
ど
）

は
、富
良
野
税
務
署
に
電
話
を
し
て
、

「
番
号
②
」
を
選
択
し
、「
相
談
の
予

約
を
し
た
い
」
と
伝
え
て
下
さ
い
。

問
富
良
野
税
務
署

☎
０
１
６
７
（
２
２
）
２
１
４
４

富
良
野
税
務
署
に
電
話

「
番
号
」
を
選
択
※

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

自
動
音
声
案
内

※
相
談
に
応
じ
て
次
の「
番
号
」

を
選
択
し
て
下
さ
い
。

①
所
得
税

②
年
末
調
整
な
ど
の
源
泉
徴
収

や
支
払
調
書

③
譲
渡
所
得
（
個
人
）・
相
続

税
・
贈
与
税
・
財
産
の
評
価

④
法
人
税

⑤
消
費
税
・
印
紙
税

⑥
そ
の
他
の
ご
相
談

※
母
子
家
庭
な
ど
は
年
１
・
26
％

（
令
和
３
年
８
月
１
日
現
在
）

■
返
済
期
間

　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
な
ど
は
18
年
以
内

詳
し
く
は
、

Ｈ
Ｐ
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
５
７
０
）
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は
、

☎
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事

者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す

る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
r
i
n
t
a
i
k
y
o
.

taisyokukin.go.jp/

13 122021年10月号 2021年10月号

村
長
室
を
開
放
し
て
い

ま
す

占
冠
村
で
は
、
村
民
と
村
長
が
気

軽
に
話
せ
る
よ
う
に
村
長
室
を
開
放

し
て
い
ま
す
。

ト
マ
ム
地
区
で
は
、
月
1
回
村
長

室
移
動
の
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
広

報
し
む
か
っ
ぷ
の
折
込
『
村
の
カ
レ

ン
ダ
ー
』
、
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
の
『
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
』
で
日
程
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
企
画
商
工
課
広
報
統
計
担
当

☎
０
１
６
７
（
５
６
）
２
１
２
４
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消防・学校 保健師だより

地域とともに

GIGAスクール構想が進められています。本

校では、これまで導入された機器を生かして、

ICT（情報通信技術）を用いた学習のあり方を

研究しています。

さて、このように学習に用いる図書や用

具をデジタル化し、学校内外をインターネッ

トを介して接続しながら、学びを継続的に進

めることがGIGAスクール構想の中核となりま

す。これにより、距離や時間の概念にとらわれない、新しい形の学び方が可能になりました。その一つが「リモ

ート授業」です。本校での実践はあまり多くはありませんが、トマム学校とのテレビ会議システムを使った遠隔

授業等、工夫して取り組んでいます。課題は山積しておりますが、コロナ禍の現状の下、全国多数の学校が実践

事例を紹介しています。また、学習に課題がある児童生徒に向けて、ICTを介した動的な資料提示や、打ち込みに

よる文章の表現方法を取り入れるなど、個の特性に応じた学び方を展開することで、「個別最適化された学び」の

実践が進んでいます。さらに、ICTが相互に連携を取ることができる特性を生かし、集団で学び深める「協働的な

学び」の実現にも取り組まれています。これらを総称して、「令和の日本型学校教育」と呼ばれています。

一方では、地域の通信インフラの整備状況について、課題を残す地域もあると聞きます。リモートにより学校

内で一度にインターネット接続をした場合、負荷の大きさにより通信障害が起こるような状況も考えられるため、

学校や学校運営協議会等を通して品質改善に向けた自治体への働きかけを進める必要があるでしょう。

本校としては、現在ある資産や今後導入されるものを効果的に用いて、子どもたち一人ひとりに最適な学びを

提供できるよう準備や研修を進めています。

コミュニティ・スクール情報
～占冠中央小学校～

問　占冠村教育委員会　☎　（56） 2182

暖房器具の取り扱いに気を付けましょう！暖房器具の取り扱いに気を付けましょう！

No.396纏
まとい

消 防 瓦 版

寒い時期を迎え、ストーブやファンヒーターなどの暖房器具を使用する機会が増

えると思います。こうした時期に起こる火災の原因が暖房器具によるものです。そ

の多くは、使用者による誤使用や不注意が原因です。安全な取扱方法を身につける

とともに整備・点検を確実に行い、寒い時期を安全に過ごしましょう。

火災・救急・救助　119

高齢者の口腔ケア 保健師です
こんにちは

■
高
齢
者
の
方
の
口
の

手
入
れ
の
手
順

毎
日
の
歯
磨
き
は
基
本
で

す
が
、
今
回
は
義
歯
の
あ

る
方
の
口
の
手
入
れ
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
う
が
い

食
べ
物
の
残
り
を
取
り
除

き
ま
し
ょ
う
。

口
の
中
が
渇
い
て
い
る
ま

ま
で
歯
磨
き
を
す
る
と
粘

膜
を
傷
つ
け
る
た
め
、
粘

膜
を
保
護
す
る
た
め
に
も

大
切
で
す
。
し
っ
か
り
と

頬
を
膨
ら
ま
せ
、
頬
を
動

か
し
な
が
ら
ぶ
く
ぶ
く
し

ま
し
ょ
う
。

②
入
れ
歯
の
清
掃

入
れ
歯
を
外
し
、
流
水
の

下
で
歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て

磨
い
て
く
だ
さ
い
。
（
熱

湯
を
使
う
と
入
れ
歯
が
変

形
し
ま
す
。
）
歯
の
付
け

根
、
入
れ
歯
の
縁
や
裏
側
、

ば
ね
の
部
分
は
特
に
汚
れ

皆
さ
ん
は
定
期
的
な
歯
科
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
歯
や
口
の
中
の
健
康

は
、
体
に
も
影
響
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
高
齢
者
は
、
口
腔
の

健
康
が
保
た
れ
て
い
な
い
と
、
誤
え
ん
性
肺
炎
や
低
栄
養
、
認
知
機
能
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
現
れ
ま
す
。

■
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し

ょ
う

占
冠
村
は
、
75
歳
以
上
を

対
象
に
歯
科
健
診
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

令
和
３
年
度
は
、
７
月
末

の
総
合
健
診
と
併
せ
て
実

施
し
ま
し
た
が
、
例
年
で

は
利
用
さ
れ
る
方
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
現
状
で
す
。

令
和
３
年
度
は
、
歯
の
健

診
に
加
え
て
、
口
腔
機
能

評
価
（
そ
し
ゃ
く
機
能
、

舌
・
口
唇
機
能
、
え
ん
下

機
能
な
ど
）
も
追
加
し
ま

し
た
。
自
分
の
口
の
健
康

状
態
を
把
握
す
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

健
診
を
ご
希
望
の
方
は
、

住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

小学校を取り巻く現状～GIGA（ギガ）スクール構想～

問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署　☎　（56） 2119

や
す
い
で
す
。

週
に
１
～
２
回
程
度
、
歯

ブ
ラ
シ
で
磨
い
た
後
、
入

れ
歯
洗
浄
剤
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
入
れ
歯
は
、

割
れ
や
す
い
の
で
磨
く
と

き
は
、
落
と
さ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
歯
の
清
掃

歯
磨
き
の
目
的
は
、
歯
の

表
面
に
付
着
し
て
い
る
歯

垢
を
取
り
除
く
こ
と
で

す
。
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
で

軽
く
、
や
さ
し
く
磨
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

④
舌
の
清
掃

舌
苔
が
つ
い
て
い
る
場

合
、
舌
歯
ブ
ラ
シ
や
や
わ

ら
か
い
歯
ブ
ラ
シ
で
、
奥

か
ら
前
に
や
さ
し
く
こ
す

り
と
り
ま
す
。
や
り
す
ぎ

は
、
舌
を
傷
つ
け
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
歯
ブ
ラ
シ
で
ス
ト
レ
ッ
チ

歯
ブ
ラ
シ
の
背
の
部
分
で

【暖房器具使用時の注意点】

１.使用前には必ず清掃・点検を行う。

２.可燃物を近くに置かない。

３.就寝前や外出時には必ず火を消す。

４.換気は十分に行う。

一酸化炭素中毒は、無色無臭な気体が発生し、気付かぬうちに吸い込むことで

最悪の場合、死に至ることもある大変危険なものですが、十分な換気を行うこ

とで未然に防止することができます。室内において石油ストーブやガス器具等

を使用する際は、換気に十分注意してください。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
接
種

状
況

占
冠
村
で
は
、
９
月
を
も

っ
て
予
防
接
種
を
終
了
し

て
い
ま
す
。

現
段
階
で
は
、
占
冠
村
で

実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
住
民
課
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
。

９
月
９
日
現
在
接
種
件
数

１
回
目
済　

１
０
３
０
件

２
回
目
済　
　

９
８
０
件

問住民課保健予防担当

☎0167（56）2122

頬
の
内
側
を
外
へ
押
し
広

げ
な
が
ら
上
下
に
動
か
し

ま
す
。
頬
の
内
側
を
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
硬
く

な
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
ま

す
。

⑥
う
が
い

①
と
同
じ
よ
う
に
し
っ
か

り
頬
を
膨
ら
ま
せ
う
が
い

し
て
く
だ
さ
い
。
口
腔
体

操
に
も
な
り
ま
す
。

⑦
入
れ
歯
の
夜
間
の
取
扱
い

か
か
り
つ
け
歯
科
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
基
本
的

に
は
、
入
れ
歯
は
夜
間
は

外
し
て
水
に
つ
け
て
保
管

し
ま
す
。

救急出場状況
（８月分）
一般負傷　　５件（　４人）
急病　　　１３件（１３人）

８月計    １８件（１７人）
累計　　　９６件（８７人）
※（　）内は搬送人員
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広報しむかっぷは、震災復興型
カーボンオフセット用紙を使用
し、CO2削減事業ならびに東北
経済復興を応援しています。

占冠村公式HP

ちょっと、コレ見て！

中央 占冠 双珠別 トマム 出生 死亡 転入 転出
658人 87人 44人 441人 0人 0人 8人 5人

人口 男 女 世帯数
1,230人（3） 614人（5） 616人（-2） 769（4）
  《うち外国人の人数　151人（3）》　

■人口・世帯数（８月末住民基本台帳登録数）

各行事等で広報に掲載するための取材および写真

撮影をさせていただいています。

もし写真などで掲載にご承諾いただけない場合

は、その場でお申し出いただくか広報統計担当まで

ご連絡ください。

問企画商工課広報統計担当　☎ （56） 2124

広報からのお知らせ

ご誕生
おめでとう
ございます

ちゃん鈴木　絵
え み か
未佳

令和３年９月６日生

北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社員・パート・アルバイト・学生など働くすべての人）およびその

使用に適用される北海道最低賃金が次のとおり改定されます。

みんなチェック！最低賃金　時間額　８８９　円時間額　８８９　円　令和３年10月１日から

○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入されません。

○特定の産業で働く方（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造業」「鉄鋼業」「電子部品・デバイス・電子回路、電

気機械器具、情報通信機械器具製造業」「船舶製造・修理業、船体ブロック製造業」）には、北海道の特定（産業別）

最低賃金が適用されます。

問北海道労働局労働基準部賃金室　　☎011 （709） 2311 （内線3533）

旭川労働基準監督署　☎0166 （99） 4704

タンチョウヅルの飛来
朝、「ツルがいるから写真撮りにおいで！」と電

話が入り、急いで向かうとタンチョウヅルが３羽、

牧草畑にたたずんでいました。許可をもらって畑の

奥へ。近づくと自分の身長よりも大きくて、とても

迫力がありました。この時期、このあたりでツルを

見ることはめずらしいとのことです。
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